
令和５年厚木市教育委員会９月定例会日程 
 

日時 令和５年９月28日(木) 

午後２時から 

場所 第二庁舎４階教育委員会会議室 
 

１ 開会 
 
 

２ 教育長報告 
 
 

３ 審議事項 

日程１ 議案第42号 厚木市小中学校通学区域再編成委員会委員の委嘱について 
【教育総務課】 

日程２ 議案第43号 厚木市厚木こども科学賞審査会委員の委嘱について 【教育指導課】 
 

４ 報告事項 

(1) 事務の臨時代理の報告について（審査請求に係る弁明書の交付について） 
【教育総務課】（資料１） 

(2) 事務の臨時代理の報告について（障害のある児童生徒の教育措置について） 

【教育指導課】（資料２） 

(3) 令和５年度全国学力・学習状況調査に係る厚木市立小・中学校の調査結果について 

                             【教育研究所】（資料３） 

 

５ 閉会 

 



 - 1 -

令和５年９月定例教育委員会教育長報告 

 

令和５年８月２２日（火）に開催されました８月定例会以後の主な行事等２２件につきま

して、御報告申し上げます。 

 

 

１ ８月２３日（水）   厚木市立厚木北公民館（仮事務所） 

  令和５年度あつぎタウンミーティング 

  ○対象地区 厚木北地区 

  ○参加者数 １２人 

 

２ ８月２４日（木）   厚木市立相川公民館 

  令和５年度あつぎタウンミーティング 

  ○対象地区 相川地区 

  ○参加者数 １５人 

 

３ ８月２５日（金）   厚木市役所本庁舎 ４階 秘書課第二応接室 

  ＩＣＵ世界チアリーディング選手権大会優勝選手 市長表敬訪問 

  ○訪問者 選手（高校生）１人、コーチ、保護者 

 

４ 同 日        厚木市役所第二庁舎 １６階 会議室Ａ・Ｂ 

  令和５年度関東中学校体育大会出場報告会 

  ○出席者数 ４１人（生徒２３人、教員１４人、保護者４人） 

 

５ 同 日        厚木市役所本庁舎 ４階 秘書課第二応接室 

  女子ソフトボールチーム あつぎマジックス’０１ 市長表敬訪問 

  ○訪問者 選手４人、監督、コーチ、マネージャー、保護者 

       厚木市ソフトボール協会副理事長 

 

６ 同 日        厚木市立緑ケ丘公民館 

  令和５年度あつぎタウンミーティング 

  ○対象地区 緑ケ丘地区 

  ○参加者数 ６人 

 

７ ８月２６日（土）   厚木市立愛甲公民館 

  令和５年度あつぎタウンミーティング 

  ○対象地区 南毛利南地区 

  ○参加者数 １２人 

  



 - 2 -

８ ８月２９日（火）   厚木市立あつぎ郷土博物館 

  あつぎ郷土博物館企画展 視察 

 

９ 同 日        厚木市役所本庁舎 ４階 大会議室 

  令和５年度全国中学校体育大会出場報告会 

  ○出席者数 ２０人（生徒１０人、教員９人、保護者１人） 

 

10 同 日        厚木市役所本庁舎 ４階 秘書課第二応接室 

  厚木はやぶさＦＣ市長表敬訪問 

  ○訪問者 選手１人、代表、監督 

 

11 ８月３０日（水）   厚木市役所第二庁舎 ５階 教育長室 

  高齢者叙勲伝達式 

 

12 同 日        厚木市立依知南公民館 

  令和５年度あつぎタウンミーティング 

  ○対象地区 依知南地区 

  ○参加者数 ８人 

 

13 ９月 ２日（土）   あつぎ市民交流プラザ ６階 ルーム６０６・６０７ 

  学校運営協議会新任委員研修 

  ○受講者数 ３７人 

 

14 同 日        あつぎ市民交流プラザ ５階 あつぎアートギャラリー 

  令和５年度厚木愛甲地区中学校文化連盟芸術祭 部活動展示部門発表会 

  ○参加校数 １７校（厚木市：１３校、愛川町：３校、清川村：１校） 

 

15 同 日        レンブラントホテル厚木 

  令和５年度厚木児童思春期精神保健講座 第２７回本講座（ハイブリッド開催） 

  ○参加者数 １１６人 

 

16 ９月 ９日（土）   本厚木駅北口広場ほか 

  第３５回心と街のクリーン作戦 

  ○参加者数 ４１人 

 

17 ９月１０日（日）   厚木市荻野運動公園ほか 

  第４６回厚木市民体育祭 

  ○参加者数 １,０８７人 
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18 ９月２０日（水）   厚木市役所第二庁舎 ５階 教育長室 

  令和５年度優良ＰＴＡ神奈川県教育委員会表彰受賞報告 

  ○訪問者 鳶尾小学校ＰＴＡ会長、副会長、前副会長、校長 

       林中学校ＰＴＡ会長、校長 

 

19 ９月２１日（木）   厚木市役所第二庁舎 ５階 教育長室 

  厚木市小学校長会 令和６年度予算要望 

  ○訪問者 校長会長ほか４人 
 

20 ９月２５日（月）   厚木市役所第二庁舎 １６階 会議室Ａ・Ｂ 

  令和５年度東関東吹奏楽コンクール出場報告会 

  ○出席者 厚木中学校吹奏楽部生徒１８人（３年生）、校長、吹奏楽部顧問 

       藤塚中学校吹奏楽部生徒１４人（３年生）、教頭、吹奏楽部顧問２人 

 

21 ９月２７日（水）   厚木市役所第二庁舎 ５階 教育長室 

  厚木市中学校長会 令和６年度予算要望 

  ○訪問者 校長会長ほか４人 
 

22 令和５年第２回厚木市議会第６回会議（９月定例会議） 

 ① 会議期間 

  ９月１日（金）から１０月５日（木）まで（３５日間） 

 ② 一般質問（９月７日（木）から１１日（月）まで） 

  ２２人の議員から質問があり、うち教育委員会関係は９人でした。 

  ○望月真実 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 学びの環境について 

     (ｱ) 市立小・中学校の統廃合の進捗は。 

     (ｲ) 校内フリースクールの進捗は。また、課題はあるか。 

     (ｳ) 習い事等のバウチャー制について見解は。 

   (2) 市政一般について 

    ア 学校給食費無償化について 

     (ｱ) 進め方やスケジュールは。 

     (ｲ) その先の目的は何か。 

  ○栗山香代子 議員 

   (1) 市政一般について 

    ア 学校給食費の無償化について 

     (ｱ) 実施に向けた検討状況は。 
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  ○寺岡まゆみ 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 市立中学校の学習評価について 

     (ｱ) 学習評価における定期テストの取扱いと課題は。 

    イ 不登校児童・生徒への対応について 

     (ｱ) 校内教育支援教室の概要と今後の取組は。 

     (ｲ) メタバース（仮想空間）等を活用した、オンラインによる学習やコミュニ 

      ケーション支援を導入する考えは。 

  ○山口保子 議員 

   (1) 市政一般について 

    ア 選挙公約にあげた「スポーツの聖地」について 

     (ｱ) 野球場、サッカー場、テニスコートなどの施設整備の考え方は。 

     (ｲ)「スポーツの聖地」にふさわしいソフト事業の進め方は。 

   (2) 教育行政について 

    ア 児童・生徒の通学について 

     (ｱ) 現状と課題は。 

     (ｲ) 適正規模・適正配置の取組の中で今後の方策は。 

  ○名切文梨 議員 

   (1) 市長公約について 

    ア スポーツ・文化芸術・歴史の聖地づくりについて 

     (ｱ) 考えと課題は。 

  ○松田則康 議員 

   (1) 市政一般について 

    ア セーフコミュニティ、セーフスクールについて 

     (ｱ) 現状と今後は。 

  ○岩﨑一弥 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 学校給食について 

     (ｱ) 地産地消の取組について、市の方針と現状の取組、課題は。 

    イ 文化財について 

     (ｱ) 市内の古墳群の維持管理等について、現状の取組と課題は。 

  ○井上武 議員 

   (1) 市政一般について 

    ア 学校給食費無償化について 

     (ｱ) 現状認識と今後の方向性は。 

  ○髙橋知己 議員 

   (1) 市政一般について 

    ア スポーツの聖地に向けた施設整備について 

     (ｱ) 特に留意、配慮すべきことは何か。 

     (ｲ) パークゴルフ場の整備に関して、市の考えを問う。     
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 ③ 総務企画常任委員会（９月１４日（木）） 

  ○議案第７０号 工事請負契約の締結について          【可決すべきもの】 

 ④ 環境教育常任委員会（９月１９日（火）） 

  ○陳情第３号  国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持・向上並 

びに行き届いた教育の実現を求める意見書を国に提出することを求め 

る陳情                    【採択すべきもの】 

 ⑤ 予算決算常任委員会 環境教育分科会（予算議案）（９月１９日（火）） 

  ○議案第６８号 令和５年度厚木市一般会計補正予算（第４号） 

 ⑥ 予算決算常任委員会 環境教育分科会（決算議案）（９月２６日（火）） 

  ○議案第５４号 令和４年度厚木市一般会計歳入歳出決算について 

  ○議案第５５号 令和４年度厚木市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算について 

 



議案第４２号及び４３号につ

いては、 

非公開案件となります。 

 

 



報告事項１及び２については、 

非公開案件となります。 

  



 

 

 令和５年度全国学力・学習状況調査に係る 

厚木市立小・中学校の調査結果について 
 

小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に、令和５年４月 18 日に実施した全国学力・

学習状況調査の結果がまとまりました。教育委員会では、今回の分析結果を踏まえ、教育

施策の成果や課題等を把握・検証し、今後の教育施策に反映するとともに、各小・中学校

において、校長のリーダーシップの下、各教員が指導内容・方法の改善を進める支援をし

てまいります。 

 

１ 調査の概要について 

（１）調査の対象学年   小学校第６学年及び中学校第３学年 

 

（２）調査の内容 

ア 教科に関する調査 小学校：国語、算数 

中学校：国語、数学、英語、英語「話すこと」 

   ※ 平成 30 年度までは、「主として『知識』に関する問題」と「主として『活用』

に関する問題」を分けて調査していましたが、平成 31 年度調査から一体的に問

われることとなりました。 

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 ・児童・生徒に対する調査 

  （学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査） 

・学校に対する調査 

    （指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査） 

 

（３）調査日  令和５年４月 18 日（火） 

※ 英語「話すこと」に関する調査は、４月 18 日（火）から５月 26 日

（金）の間で実施 

         

（４）調査に参加した児童・生徒数 

 

 

 

 

（参考）全国・県・市の公立学校の参加校数 

 小学校 中学校 

全国（公立）  18,672 校  9,408 校 

神奈川県    855 校   413 校 

厚 木 市    23 校    13 校 

 国語 算数・数学 英語 話すこと 児童・生徒質問紙 

小学校 1,746 人 1,745 人   1,750 人 

中学校 1,630 人 1,633 人 1,640 人 1,537 人 1,638 人 

資料３ 
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２ 教科に関する調査結果について 

 【平均正答率】                      （単位：％） 

 小学校 中学校 

 国語 算数 国語 数学 英語 

全国（公立） 67.2 62.5 69.8 51.0 45.6 

神奈川県 66 63 70 52 50 

厚 木 市 63 58 70 52 44 

※ 平成 29 年度から、県と市の平均正答率は整数値（四捨五入した数値）で、文部科学省から 
データが配付されています。 

 

（１）小学校国語の主な結果について 

【平均正答率】                      （単位：％） 

分 類 
学習指導要領の内容 

評価の観点 問題形式 
知識及び技能 

思考力，判断
力，表現力等 

区 分 

(

１)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

(

２)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項 

(

３)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項 

Ａ 
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国(公立) 71.2 63.4 ＊ 72.6 26.7 71.2 68.9 65.5 ＊ 73.6 62.7 51.1 

神奈川県 70.1  64.3  ＊ 70.4  25.6  70.4  68.5  64.0  ＊ 73.4  61.2  48.2  

厚木市 66.6 61.0 ＊ 67.2  21.4  67.2  65.0  60.6  ＊ 70.6 55.6 44.3 

 
 
  【問題別】 

 
 
 

[知識・技能]   

◇送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく使うことはできています。 

１三（２）イ 

 

 

◆学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことに課題があります。 

                                     １三（１）ア 

 

 

◇：相当数の児童ができている点（平均正答率が70％以上で全国平均と同等または上回っている） 

◆：課題となる点（平均正答率が50％以下で全国平均より下回っている）   

    …問題の概要と問題番号         …学習指導要領で示されている内容 

【川村さんの文章】の下線部アを、漢字を使って書く（いがい） 

【川村さんの文章】の下線部イを、送り仮名に気を付けて書き直したものとし

て適切なものを選択する （くらべて） 
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[思考・判断・表現]  

◇目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することはできています。 

２一 

  読むこと 

◆図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること

に課題があります。 

１二 

                                     書くこと 

◆文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることに課題がありま

す。 

２四 

                                     読むこと 

                     

（２）小学校算数の主な結果について 

【平均正答率】                                      （単位：％） 

分 類 学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 

区 分 

Ａ 

数
と
計
算 

Ｂ 

図
形 

Ｃ 
測
定 

Ｃ 

変
化
と
関
係 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国(公立) 67.3 48.2  ＊ 70.9  65.5  67.2  56.5  ＊ 57.7  74.7  47.3  

神奈川県 67.1  50.0  ＊ 72.3  65.2  67.8  57.2 ＊ 59.2  74.8  47.8  

厚木市 61.8  43.9  ＊ 68.4  62.0  63.3  51.9  ＊ 54.5  70.3  42.1  

 
 
  【問題別】 

 

 

 [知識・技能]  

◇伴って変わる二つの数量について、表から変化の特徴を読み取り、表の中の知りた

い数を求めることはできています。 

１（１） 

変化と関係 

◇正方形の意味や性質については理解しています。 

２（２） 

                                     図  形 

 

◇：相当数の児童ができている点（平均正答率が70％以上で全国平均と同等または上回っている） 

◆：課題となる点（平均正答率が50％以下で全国平均より下回っている）   

    …問題の概要と問題番号         …学習指導要領で示されている領域 

【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と解決方法を書く 

５脚の椅子を重ねたときの高さを求める 

テープを折ったり切ったりしてできた四角形の名前を書く 

【資料１】と【資料２】に書かれている内容として適切なものを選択する 

資料を読み、運動と食事の両方について分かったことを基に、自分ができそうな

ことをまとめて書く 
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◇「以上」の意味を理解し、示された表から必要な数を読み取ることはできています。 

４（２） 

                                     数と計算 

                                            データの活用 

◆正三角形の意味や性質について理解することに課題があります。 

２（３） 

                                                                      図  形 

[思考・判断・表現]      

◇伴って変わる二つの数量の関係が、比例の関係ではないことを説明するために、表

の中の適切な数の組を用いることはできています。  

１（２） 

変化と関係                                                       

◆高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その

理由を言葉や数を用いて記述することに課題があります。 

２（４） 

図  形 

◆（２位数）÷（１位数）の筆算について、図を基に、各段階の商の意味を考えるこ

とに課題があります。 

３（４） 

数と計算 

（３）中学校国語の主な結果について 

【平均正答率】                                           （単位：％） 

分 類 
学習指導要領の内容 

評価の観点 問題形式 
知識及び技能 

思考力，判断
力，表現力等 

区 分 

(

１)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

(

２)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項 

(

３)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国(公立) 67.5  63.4  74.7  82.2  63.2  63.7  69.4  69.7  ＊ 73.1  65.6  68.0  

神奈川県 66.3  63.7  71.7  82.5  64.6  64.2  67.9  70.4  ＊ 73.9  63.3  68.1  

厚木市 70.3  63.7  72.7  82.5  63.4  65.7  69.4  70.8  ＊ 73.7  66.0  68.9  

 
 

【問題別】 
 

  

◇：相当数の生徒ができている点（平均正答率が70％以上で全国平均と同等または上回っている） 

◆：課題となる点（平均正答率が50％以下で全国平均より下回っている）   

    …問題の概要と問題番号         …学習指導要領で示されている内容 

切って開いた三角形を正三角形にするために、テープを切るときⒶの角の大き

さを求める 

テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積の大小について分かることを

選び、選んだわけを書く 

椅子の数が２倍になっても、高さは２倍になっていないことについて、表の数

を使って書く 

運動カードから、運動した時間の合計が 30 分以上である日数を求める 
 

６６÷３の筆算の仕方を説明した図を基に、筆算の商の十の位に当たる式を選

ぶ 
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[知識・技能] 

◇事象や行為、心情を表す語句について理解することはできています。 

                                   ２一 

 

◇古典の原文と現代語の文章とを対応させて内容を捉えることはできています。 

                                     ４二   

  

  [思考・判断・表現] 

◇目的や場面に応じて質問する内容を検討することはできています。 

１一 

                                                        話す聞く                              

◇話の内容を捉え、知りたい情報に合わせて効果的に質問することはできています。 

１三 

                                   話す聞く 

◇聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の考えをまとめることはできています。  

１四 

                                         話す聞く 
◇文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述を基に捉え、要旨を把握すること

はできています。  

２三 

                                                                          読むこと 

◇自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことはできています。 

３四 

                                                  書くこと 

（４）中学校数学の主な結果について 

【平均正答率】                                    （単位：％） 

分 類 学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 

区 分 

Ａ 

数
と
式 

Ｂ 

図
形 

Ｃ 

関
数 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国(公立) 63.0  33.2  51.2  48.5  55.7  41.6  ＊ 45.3 62.6  41.6 

神奈川県 65.2  36.1  51.7  47.4  56.6  43.4  ＊ 46.7  63.3  43.4  

厚木市 64.2  34.2  50.7  49.1  56.4  41.8  ＊ 46.4 63.1  41.8  

 

インタビューの前に準備したメモについて説明したものとして適切なものを選

択する 

相手の話を受けて発した質問について、述べ方の工夫とその意図を説明したも

のとして適切なものを選択する 

それぞれの文章で述べられている「読書の楽しみ」として適切なものを選択す

る 

インタビューのまとめとしてどのようなことを述べるのか、自分の考えを書く 

「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを付けた部分に具体例として示す「判じ

絵」を選択し、その解読の仕方を書く 

原文の中の語句に対応する言葉を現代語で書かれた文章から抜き出す（いと） 

「落胆する」の意味として適切なものを選択する 
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【問題別】 

   

 

 [知識・技能] 

◇数と整式の乗法の計算はできています。 

２  

                                     数と式 

◇問題場面における考察の対象を明確に捉えることはできています。 

６（１） 

数と式 

◆反比例の意味を理解することに課題があります。 

４  

                                                                      関 数  

◆条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなった理由を、証明を振り返って読み取る

ことに課題があります。 

９（２） 

                                                                          図  形 

[思考・判断・表現] 

◆事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題があります。 

８（３） 

                                           関  数                                                         

 

（５）中学校英語の主な結果について 

【平均正答率】                                           （単位：％） 

分 類 学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 

区 分 

(

１) 

聞
く
こ
と 

(

２) 

読
む
こ
と 

(

３) 

話
す
こ
と[

や
り
取
り]  

（
４
）
話
す
こ
と[

発
表] 

（
５
）
書
く
こ
と 

 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

選
択
式 

短
答
式 

記
述
式 

全国(公立)  58.4 51.2 14.5 4.2 23.4 51.5 38.8 ＊ 54.8 30.1 13.5 

神奈川県 62.5 55.7 ＊ ＊ 29.5 56.6 43.4 ＊ 59.1 37.9 16.9 

厚木市 55.6 49.4 15.3 5.3 24.4 49.4 38.4 ＊ 52.5 31.3 14.1 

  ※（３）（４）「話すこと」の全国平均正答率は国・公・私立学校を含む 
 

◇：相当数の生徒ができている点（平均正答率が70％以上で全国平均と同等または上回っている） 

◆：課題となる点（平均正答率が50％以下で全国平均より下回っている）   

    …問題の概要と問題番号         …学習指導要領で示されている領域 

１２（ｘ／４＋ｙ／６）を計算する                                            

はじめの数が１１のとき、はじめの数にかける数が２、たす数が３のときの計

算結果を求める 

二等辺三角形でない２つの合同な三角形のときに平行線がかけないことについ

て、二等辺三角形のときの証明の中から成り立たなくなる式を書く 

グラフや式を用いて、新緑大学の選手が晴天大学の選手に追いつくのが、６区の

スタート地点からおよそ何ｍの地点になるかを求める方法を説明する 

ｙはｘに反比例し、比例定数が３のとき、ｘの値とそれに対応するｙの値につ

いて、正しい記述を選ぶ 

参考値 
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【問題別】 
 

 

 

 [知識・技能]  

◆「相手の行動を促す」という言語の働きを理解し、依頼する表現を正確に書くこと 

に課題があります。                       

  ９（２） 

書くこと 

 [思考・判断・表現]  

◆日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を読み

取ることに課題があります。 

                                    ６ 

読            読むこと 

◆日常的な話題について、短い文章の概要を捉えることに課題があります。 

                                    ７（２） 

                                          読むこと 

◆日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、まとまりのある文章を書

くことに課題があります。 

                                    １０ 

書くこと 

◆社会的な話題に関して聞いたことについて、考えとその理由を話すことに課題があ

ります。 

                                        

                                                    話すこと 

 

３ 児童・生徒質問紙調査の結果について 

（１）小学校児童の回答の状況について（質問紙の設問順） 

ア 回答した割合が 90％以上であり、良い傾向として捉えられるもの 

  ○朝食を毎日食べている。（91.6％） 

○先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて分かる 

まで教えてくれている。（90.4％） 

  〇人が困ったときは、進んで助けている。（90.6%） 

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。（96.5％） 

○人の役に立つ人間になりたいと思う。（94.4％） 

○学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思う。

（95.3％） 

○国語の勉強は大切だと思う。（93.0％） 

○国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。（91.2％） 

○算数の勉強は大切だと思う。（92.0％） 

◇：相当数の生徒ができている点（平均正答率が70％以上で全国平均と同等または上回っている） 

◆：課題となる点（平均正答率が50％以下で全国平均より下回っている）   

    …問題の概要と問題番号         …学習指導要領で示されている領域 

メールの英文を依頼する表現に書き換える 

友達からのメールを読み、相手が示した条件に合うイベントとして最も適切な

ものを選択する 

学校生活（行事や部活動など）の中から紹介したいものを１つ取り上げ、それ

を説明するまとまりのある文章を書く 

図書館について書かれた英文を読み、その概要として最も適切なものを選択す

る 

環境問題についてのプレゼンテーションを聞き、話し手の意見に対する自分の

考えとその理由を伝える 
話すこと 大問２ 

7



 

○算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。（91.3％） 

〇英語の勉強は大切だと思う。（90.8%） 

イ 回答した割合が 30％未満であり、課題として捉えられるもの 

●昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を 

読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館（それぞ 

れ電子図書館を含む）に月に１回以上行く。（23.9%） 

●新聞を読むのが、週に１回以上である。（10.8％） 

 

（２）中学校生徒の回答の状況について（質問紙の設問順） 

ア 回答した割合が 90％以上であり、良い傾向として捉えられるもの 

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。（95.4％） 

○人の役に立つ人間になりたいと思う。（93.7％） 

○学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思う。

（95.8％） 

〇国語の勉強は大切だと思う。（90.8%）  

 イ 回答した割合が 30％未満であり、課題として捉えられるもの 

 ●昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を

読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館（それぞ

れ電子図書館を含む）に月に１回以上行く。（12.8%） 

 ●新聞を読むのが、週に１回以上である。（5.1％） 

 

 

（３）教科の平均正答率が高い児童・生徒に見られる傾向について 

（質問紙と学力のクロス分析より） 

〔基本的生活習慣等〕 

・毎日朝食を食べている。 

・（小学校）毎日同じ時間に寝て、起きている。 

 

〔学習習慣、学習環境等〕 

・家にある本の冊数が多い。 

・新聞を読んでいる。 

・読書が好き。 

・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１時間以上勉強をしている。（学 

習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを 

活用して学ぶ時間も含む） 

・土曜日や日曜日など学校が休みの日の１日当たりの勉強時間が長い。（学習塾で勉強 

している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学 

ぶ時間も含む） 
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〔主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況〕 

・前年度までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく

伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していた。 

・前年度までに受けた授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組ん

でいた。 

・前年度までに受けた授業で、各教科で学んだことをいかしながら自分の考えをまと

める活動を行っていた。 

・学級の生徒（児童）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ

たりすることができている。 

・学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習

につなげることができている。 

・（小学校）授業で学んだことを、ほかの学習で生かしている。 

 

〔総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳〕  

・総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを

発表するなどの学習活動に取り組んでいる。 

 

〔学習に対する興味・関心や授業の理解度等〕 

国語 

・今回の国語の問題について、全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した。 

・国語の勉強が好き。 

・国語の勉強は大切である。 

・国語の授業の内容はよく分かる。 

・国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。 

・（小学校）国語の授業で、物語を読むときに、登場人物の性格や特徴、物語全体を具

体的にイメージし、どのような表現で描かれているのかに着目している。 

・（中学校）国語の授業で、文学的な文章を読み、場面の展開や登場人物の心情の変化

などについて、描写を基にとらえている。 

算数・数学 

・今回の算数（数学）の問題について、全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努

力した。 

・（小学校）算数の授業の内容はよく分かる。 

英語 

・英語の勉強が好き。 

・英語の勉強は大切である。 

・英語の授業の内容はよく分かる。 

・英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。 

・中学校１、２年生のときに受けた授業では、英語を読んで（一文一文ではなく全体

の）概要や要点をとらえる活動が行われていた。 
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今後に向けて 

（１）生活に関すること  
「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」「人の役に立つ人間に

なりたいと思う」「人が困っているときは、進んで助けている」といった設問に対し

て９割を超える児童・生徒が肯定的な回答をしていることから、児童・生徒が他者

の存在を大切にしていることがうかがえる。また、他者と関わることに価値を見い

だし、関わりの中から多くを学んでいることがわかる。 
昨年度は、積極的に地域と関わったり、地域への思いをもって生活したりするこ

とが少ない傾向が見られたが、今年度は、地域や社会をより良くするために何かを

してみたいと考える児童・生徒が増えている。新型コロナウイルスによる生活の規

制が緩和され、学校や地域で、様々な人と関わる機会が戻っていることが理由の一

つと考えられる。今後は、より一層子どもたちが地域の中で学べることが期待され

るが、引き続き、コミュニティスクールの仕組みを生かした取組等を通して、地域

と学校・家庭が連携して子どもたちを育てていく環境づくりを進めていくことが重

要である。 
（２）学習に関すること  

教科に関する調査結果から、国語において、小学校では、目的を意識して、中心

となる語や文を見付けて要約し、答えを選択することはできている。一方で、自分

の考えを持ち、記述することには課題が見られた。複数の情報を整理して自分の考

えをまとめたり、書き表し方を工夫したりする力を育てる指導の充実が重要である。 
中学校は、全国平均と比べて正答率の高い問題が多く、評価の観点「思考・判断・

表現」においては正答率が全国平均を上回っているが、「根拠を明確にして考えるこ

と」については今後も指導をしていく必要がある。文章の構成や展開、表現の効果

について、自分の考えを書いたり、発表したりする際に自分の考えを支える根拠と

なる段落や部分などを挙げられるよう指導を工夫することが求められる。 
算数・数学においては、学習指導要領の領域別で見ると、小学校では「変化と関

係」、中学校では「数と式」に関して８割以上の児童・生徒ができている設問があっ

た。しかし、「図形」に関する設問では課題が見られた。小学校では、図形の観察や

構成などの活動を通して、図形の意味や性質を考え、公式などの深い理解に結びつ

けられるように指導をしていくことが求められる。中学校では、図形の性質を考察

する場面において、観察や操作、実験などの活動を通して、予想した事柄が成り立

つ理由を筋道立てて考えることができるようにするとともに、条件を変えるなどし

て統合的・発展的に考察することができるように指導することが大切である。 
中学校の英語においては、学習指導要領の領域別「読むこと」「書くこと」が課題

として挙げられる。「読むこと」に関しては、より日常的な話題に関して、できるだ

け現実に近い場面を設定して、必要な情報と不要な情報を整理しながら読むといっ

た学習活動を取り入れていくこと、「書くこと」に関しては、日常の出来事や体験に

ついて、電子メールや手紙、日記などの形式により、自分の考えや気持ちなどが伝

わるように文章を書く活動を取り入れて繰り返し指導をしていくことが重要である。 
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    また、「話すこと」については、全国平均を上回っているが、全体の平均正答率が

全国で 12.4％と低く、厚木市でも同様の傾向が見られる。特に「話し手の意見に対

する自分の考えとその理由を伝える」ことに課題が見られた。日頃から既習の表現

などを活用して、複数の領域を統合した言語活動の充実を図り、生徒自身の考えを

英語で述べる指導を繰り返し行っていくことが大切である。 
上記の３（３）で示したとおり、本や新聞が身近にある児童・生徒の正答率は高 

い傾向がある。今回の調査では、国語の「読むこと」にも課題が見られたが、日頃

から読みものや新聞等を「読むこと」を通して、自分の考えを持ち、まとめる経験

も積み重ねていけると良い。 
小・中学校ともに、グループでの話合いや発表が積極的に授業に取り入れられ、

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善が図られていることがうかが

える。自分の考えをまとめたり、発表したり、友達と話し合ったりする活動を学校

で行っていると回答した児童・生徒の正答率は高い傾向にあることから、主体的・

対話的な学びを積み重ねることが、児童・生徒の資質・能力の育成につながってい

ると考えられる。 
また、GIGA スクール端末の導入から２年が経過し、児童・生徒自身が学習の中

で ICT 機器の有用性を実感している。ICT 機器を活用した個別最適な学びと協働的

な学びを進めていくことが主体的・対話的な学びには必要不可欠であり、今後は、

より効果的な活用をすることで、深い学びの実現に向けた授業づくりを目指すこと

が期待される。 
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※この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 

【小学校 国語１】 

  

◇…相当の児童ができている問題 
◆…課題となっている問題 

◆１二 

1

参考資料１



  

【小学校 国語２】 

◆１三（１）ア◇１三（２）イ

2



  

◇２一 ◆２四 

3



【小学校 算数１】 

◇ １（１）                 ◇ １（２） 
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【小学校 算数２】                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ ２（２）                      
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◆ ２（３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ ２（４） 
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【小学校 算数３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7



◆ ３（４） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【小学校 算数４】 
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◇ ４（２）  
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【中学校 国語１】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 

◇･･･相当数の生徒ができている問題 
◆･･･課題となっている問題 

1

参考資料２



 

◇ １四     ◇ １三      ◇１一  
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【中学校 国語２】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ◇２三             ◇２一 
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【中学校 国３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ３四 
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【中学校 国語４】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◇ ４二 
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◇２ 

◇４ 

【中学校 数学２】 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中学校 数学６】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ ６（１） 
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【中学校 数学８】 
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◆ ８（３） 
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【中学校 数学９】 
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◆ ９（２） 
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【中学校 英語６】                ◆ ６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校 英語７】              ◆ ７（２） 
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【中学校 英語９】                  ◆ ９（２）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校 英語１０】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆１０ 
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【中学校 英語（話すこと）大問２】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆大問２ 
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